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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　西村さん笹川助成対象に／黒  

　　　澤研究員に最優秀研究者賞／

　　　29年度入試説明会、古田所長

　　　と荒井上席研究員が講演／　

　　　「メテオ」来月にも観測開始

３面　香取市とも連携協定／長尾研

　　　が御宿観光を支援／小宮学長

　　　が関東工教会長に／第21回文

　　　化の祭典

４面　28年度同窓会総会／茜浜サッ

　　　カー場に人工芝完成

クールビス実施中

５月１日～９月30日

　
本
学
と
海
外
大
学
と
の
交

流
協
定
締
結
が
16
カ
国
・
地

域
30
大
学
と
な
っ
た
。

 

３
月
14
日
付
け
で
モ
ン
ゴ

ル
工
業
技
術
大
学
と
締
結
し

た
ほ
か
、
４
月
19
日
に
は
小

宮
一
仁
学
長
が
メ
キ
シ
コ
・

ア
グ
ア
ス
カ
リ
エ
ン
テ
ス
州

政
府
を
訪
問
し
ア
グ
ア
ス
カ

リ
エ
ン
テ
ス
工
科
大
学
と
、

翌
20
日
に
は
プ
エ
ブ
ラ
州
・

テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
市
を
訪
問

し
テ
カ
マ
チ
ャ
ル
コ
工
科
大

学
と
も
大
学
間
交
流
協
定
を

締
結
し
た
。

 

交
換
留
学
や
学
術
交
流
が

一
層
幅
広
く
進
む
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

海
外
大
学
と
の
交
流
協
定
進
む

16
カ
国
・
地
域
30
校
に

　
第
50
回
成
田
山
詣
行
脚
（
体
育
会
本
部
主
催
、
会
長
・
小
暮
賢
人

さ
ん

建
築
都
市
環
境
学
科
４
年
）
は
５
月
14
、
15
日
に
行
わ
れ
、

学
生
・
教
職
員
約
３
３
０
人
が
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
成
田
山
新

勝
寺
ま
で
の
道
の
り
約
40
㌔
を
夜
通
し
歩
き
通
し
た
。

　
精
神
力
・
体
力
の
向
上
と
無
病
息
災
を
願
い
、
親
睦
も
兼
ね
て
毎

年
行
っ
て
い
る
行
事
。
今
年
は
記
念
の
第
50
回
と
あ
っ
て
、
学
生
に

加
え
瀬
戸
熊
修
理
事
長
、
小
宮
一
仁
学
長
と
教
職
員
、
神
田
外
語
大

の
学
生
・
教
職
員
も
参
加
し
、
14
日
の
午
後
６
時
半
に
津
田
沼
キ
ャ

ン
パ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
途
中
２
度
の
休
憩
を
と
っ
て
歩
き
続
け
、
12
時
間
半
後
の
翌
朝
７

時
に
全
員
が
成
田
山
新
勝
寺
に
無
事
に
到
着
。
長
く
苦
し
い
道
の
り

を
歩
き
抜
い
た
学
生
た
ち
は
、
ゴ
ー
ル
で
見
守
る
教
職
員
や
同
窓
会

成
田
支
部
の
人
々
の
姿
に
、
安あ

ん

堵ど

の
表
情
を
浮
か
べ
た
。
ど
の
顔
も

す
が
す
が
し
く
、
達
成
感
に
満
ち
て
い
た
。

　
瀬
戸
熊
理
事
長
の
話

　
今
回
の
成
田
山
詣
行
脚
は

第
50
回
と
い
う
節
目
で
あ
る

と
同
時
に
、
私
に
と
っ
て
は

惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
の

「
メ
テ
オ
」
カ
メ
ラ
打
ち
上

げ
成
功
の
お
礼
と
い
う
意
味

も
あ
り
ま
し
た
。
２
回
の
ロ

ケ
ッ
ト
爆
発
の
後
、「
次
は

必
ず
成
功
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
成
田
山
に
願
か
け
し

た
か
ら
で
す
。

　
ま
た
私
自
身
に
と
っ
て
は

65
歳
を
記
念
し
た
６
年
前
に

続
い
て
２
回
目
の
参
加
。
出

発
し
て
か
ら
途
中
休
憩
を
挟

ん
で
計
９
時
間
半
。
こ
の
間

約
５
万
６
０
０
０
歩
に
。
30

㌔
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
「
成

田
山
で
学
生
諸
君
を
出
迎
え

よ
う
」
と
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
、
少
々
膝
の
痛
み
を
感
じ

た
も
の
の
、
無
事
に
ゴ
ー
ル

イ
ン
。

　
学
生
諸
君
に
と
っ
て
も
、

励
ま
し
合
い
、
助
け
合
っ
て

完
歩
し
た
経
験
は
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
で
必
ず
役
に
立
つ

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
小
宮
学

長
を
は
じ
め
80
人
以
上
の
教

職
員
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
も
、
皆
で
手
を
携
え

て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
誓
い

を
新
た
に
し
、
今
後
の
千
葉

工
大
を
支
え
る
大
き
な
パ
ワ

ー
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
行
脚
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
く
だ
さ
っ
た
同
窓
会
成
田

支
部
の
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

成田山詣行脚 50回記念
３
３
０
人
が
徹
夜
で
40
㌔

理
事
長
、
学
長
、
神
田
外
大
生
も

　
開
会
式
か
ら
文
句
な
し
の

晴
天
で
絶
好
の
行
脚
日
和
。

第
50
回
記
念
で
も
あ
り
、
昨

年
の
反
省
な
ど
を
生
か
し
て

何
カ
月
も
前
か
ら
準
備
し
て

き
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
理

事
長
の
お
話
、
校
歌
斉
唱
、

應
援
團
の
エ
ー
ル
の
言
葉
が

胸
に
響
き
、
行
脚
を
や
り
遂

げ
よ
う
！
と
決
意
が
高
ま
り

ま
し
た
。

　
成
田
山
新
勝
寺
に
向
け
、

津
田
沼
校
舎
を
出
発
。
直
後

は
空
も
明
る
く
、
友
人
と
の

会
話
も
近
所
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
程
度
に
明
る
く
弾
ん
で

い
ま
し
た
。
約
４
時
間
後
に

第
一
休
憩
所
に
到
着
。
班
同

士
で
一
緒
に
弁
当
を
食
べ
て

親
睦
を
深
め
、
約
１
時
間
の

休
憩
後
に
再
び
成
田
山
新
勝

寺
へ
向
け
て
歩
き
始
め
ま
し

た
。

　
道
中
、
日
付
を
ま
た
ぐ
時

間
と
な
り
、
睡
魔
に
襲
わ

れ
、
疲
労
も
徐
々
に
出
始
め

て
き
ま
し
た
。
口
数
が
少
な

く
な
り
、
か
け
る
言
葉
と
い

え
ば
「
一
緒
に
頑
張
ろ
う

!!
」
と
励
ま
し
合
う
会
話
が

目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　
午
前
３
時
ご
ろ
、
第
二
休

憩
所
に
到
着
。
安
堵
の
表
情

が
多
く
の
学
生
に
見
ら
れ
ま

し
た
。
１
時
間
強
の
休
憩
時

間
が
、
と
て
も
短
く
感
じ
、

疲
労
は
ピ
ー
ク
に
。
第
二
休

憩
所
を
出
発
す
る
と
き
、
東

の
空
が
か
す
か
に
明
る
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
睡
も
し
て
い
な
い
体
に

は
ま
ぶ
し
す
ぎ
る
太
陽
が
目

を
刺
し
、
成
田
山
新
勝
寺
を

め
ざ
し
て
歩
き
続
け
ま
す
。

津
田
沼
校
舎
を
出
発
し
て
か

ら
約
12
時
間
後
の
15
日
午
前

６
時
30
分
ご
ろ
に
成
田
山
新

勝
寺
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
階
段
を
上
り
き
る
と
、
先

行
し
て
い
た
理
事
長
や
学

長
、
同
窓
会
長
ら
さ
ま
ざ
ま

な
人
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

大
き
な
事
故
も
な
く
無
事
に

全
員
が
成
田
山
新
勝
寺
に
到

着
で
き
、
参
加
学
生
た
ち
と

達
成
感
を
分
か
ち
合
う
と
と

も
に
、
運
営
仲
間
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

成田山新勝寺で記念撮影

津田沼校舎で開会式後、さあ出発

まだ明るい市街地を抜けて……

学生たちをねぎらう瀬戸熊理事長

締めくくりのあいさつをする小暮会長

最後の力を振り絞り階段を駆け上がる

睡
魔
、疲
労
、
達
成
感

太
陽
が
ま
ぶ
し
い
…
小
暮
・
体
育
会
会
長

2016
6.15
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日
本
惑
星
科
学
会
の
２
０

１
５
年
度
最
優
秀
研
究
者
賞

に
本
学
惑
星
探
査
研
究
セ
ン

タ
ー(

Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ)

の
黒
澤

耕
介
研
究
員
と
横
浜
国
立
大

大
学
院
工
学
研
究
院
の
癸け

生ぶ

川か
わ

陽
子
准
教
授
の
２
人
が
選

ば
れ
た
。
５
月
25
日
の
同
会

総
会(

幕
張
メ
ッ
セ)

で
発
表

さ
れ
た
。
９
月
の
惑
星
科
学

会(

岡
山
市)

で
授
与
式
と
受

賞
記
念
講
演
が
行
わ
れ
る
。

　
黒
澤
研
究
員
は
東
京
都
立

大
物
理
学
科
、
東
京
大
大
学

院
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
・
宇
宙
科
学

研
究
所
宇
宙
航
空
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
員
な
ど
を
経
て
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
に
。
地
球
は
な
ぜ
生

命
あ
ふ
れ
る
惑
星
な
の
か
を

明
ら
か
に
し
た
い
と
、
地
球

が
激
し
い
天
体
衝
突
を
受
け

た
時
代
の
物
理
・
化
学
過
程

を
研
究
し
て
い
る
。

　
学
会
賞
選
考
委
員
会
な
ど

に
よ
る
と
、
黒
澤
研
究
員

は
、
天
体
衝
突
現
象
で
特
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
高
い
領

域
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
相
変

化
・
化
学
反
応
過
程
の
研
究

を
、
種
々
の
計
測
法
を
駆
使

し
て
展
開
。
核
融
合
用
の
高

強
度
レ
ー
ザ
ー
を
利
用
し
た

秒
速
10
㌔
超
の
衝
突
で
、
珪

酸
塩
鉱
物
が
実
際
に
蒸
発
す

る
現
象
を
観
測
し
、
予
測
よ

り
も
ず
っ
と
高
い
効
率
で
蒸

発
す
る
こ
と
を
指
摘
。
月
形

成
巨
大
衝
突
後
の
原
始
月
円

盤
の
熱
力
学
状
態
や
天
体
重

爆
撃
で
発
生
す
る
衝
突
蒸
気

雲
の
酸
化
還
元
状
態
の
理
解

の
見
直
し
を
促
し
た
。

　
さ
ら
に
原
始
地
球
の
大
気

に
炭
素
質
物
質
が
衝
突
す
る

と
き
の
シ
ア
ン
化
水
素
生
成

効
率
を
、
衝
突
実
験
と
レ
ー

ザ
ー
照
射
実
験
を
組
み
合
わ

せ
て
推
定
。
炭
酸
塩
岩
か
ら

の
衝
突
脱
ガ
ス
量
を
、
自
ら

開
発
し
た
開
放
系
気
相
化
学

分
析
法
で
か
つ
て
な
い
精
度

で
計
測
す
る
な
ど
、
天
体
重

爆
撃
が
固
体
惑
星
の
初
期
進

化
に
与
え
る
影
響
の
定
量
的

評
価
の
土
台
と
な
る
成
果
を

挙
げ
て
き
た
。

　
一
方
で
、
理
論
的
考
察
や

計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
惑
星
科
学
の
諸
問
題

に
幅
広
く
挑
戦
。
国
内
外
の

共
同
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
癸
生
川
准
教
授
は
、
太
陽

系
の
有
機
物
の
起
源
と
形
成

過
程
を
研
究
。
母
天
体
で
水

質
変
成
・
熱
変
成
過
程
に
よ

り
分
子
構
造
が
ど
う
変
化
す

る
か
を
解
明
し
、
水
質
変
成

実
験
で
、
隕
石
に
含
ま
れ
る

複
雑
高
分
子
有
機
物
と
似
た

有
機
物
を
得
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
は
や
ぶ
さ
２
な
ど
が

持
ち
帰
る
始
原
天
体
の
サ
ン

プ
ル
の
分
析
を
支
え
る
研
究

者
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。

黒
澤
研
究
員
に
最
優
秀
研
究
者
賞

■

惑
星
科
学
会
、天
体
重
爆
撃
時
代
の
物
理
・
化
学
研
究
で

　
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
・

西
村
大

ま
さ
る

さ
ん
（
博
士
前
期
課

程
２
年

小
澤
俊
平
研
究

室
）
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
酸
素
活
量
の
影
響
を
考
慮

し
た
Cu-

Ag
合
金
融
体
の
高

精
度
表
面
張
力
測
定
」
が
平

成
28
年
度
笹
川
科
学
研
究
助

成
の
対
象
に
採
択
さ
れ
た
。

日
本
財
団
の
助
成
を
受
け
研

究
助
成
を
運
営
し
て
い
る
日

本
科
学
協
会
が
４
月
22
日
、

東
京
・
赤
坂
の
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン

タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
東
京
で
交
付
式
を
行
い
、

西
村
さ
ん
に
採
択
証
書
が
手

渡
さ
れ
た
。

　
研
究
は
、
金
属
材
料
を
接

合
す
る
「
ろ
う
付
け
」
に
つ

い
て
、
よ
り
詳
し
く
解
明
し

最
適
化
を
図
る
も
の
。
ろ
う

付
け
は
、
母
材
よ
り
融
点
が

低
い
ろ
う
材(

合
金)

を
溶
か

し
て
接
着
剤
と
す
る
が
、
溶

け
た
ろ
う
材
の
表
面
張
力
が

溶
着
の
成
否
を
握
る
。

　
西
村
さ
ん
は
、
最
も
多
用

さ
れ
る
ろ
う
材
で
あ
る
銅
・

銀
の
合
金(

銅
ろ
う)

を
対
象

に
、
こ
れ
ま
で
説
明
が
つ
か

な
か
っ
た
組
成
変
化
と
表
面

張
力
挙
動
の
関
係
を
▽
温
度

▽
組
成
▽
雰
囲
気
｜
｜
の
３

つ
を
同
時
に
考
慮
す
る
こ
と

で
初
め
て
明
ら
か
に
し
よ
う

と
計
画
し
た
。
解
明
で
き
れ

ば
、
ろ
う
付
け
製
品
の
高
品

質
化
が
期
待
で
き
る
。

　
採
択
研
究
は
来
年
２
月
10

日
ま
で
に
成
果
を
求
め
ら

れ
、
助
成
額
は
１
０
０
万
円

ま
で
。

　
西
村
さ
ん
は
応
募
の
研
究

計
画
書
を
、
読
み
手
の
興
味

西村さん笹川助成対象に
■　「ろう付け」最適化を追究する研究

を
引
く
よ
う
作
成
。
慣
れ
な

い
作
業
に
苦
戦
し
た
と
い

う
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
選
考

委
員
会
の
審
査
を
パ
ス
し

た
。

　
西
村
さ
ん
は
「
採
択
し
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し

い
。
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う

全
力
で
研
究
に
打
ち
込
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
感

想
を
語
っ
た
。

　
高
校
教
員
を
対
象
に
し
た

本
学
の
29
年
度
入
試
説
明
会

が
５
月
27
日
津
田
沼
、
31
日

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

工
学
部
改
編
に
よ
る
５
学
部

17
学
科
体
制
で
行
わ
れ
た
こ

の
春
の
入
試
の
志
願
者
数
が

７
万
６
４
９
５
人
と
全
国
９

位
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
２
日
間
の
参
加
高
校
は

昨
年
を
22
校
上
回
る
１
９
５

校
と
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

　
地
域
別
の
参
加
者
も
東
京

都
や
千
葉
近
県
を
中
心
に
、

近
年
志
願
者
数
の
伸
び
率
が

大
き
い
北
関
東
や
東
北
、
甲

信
越
へ
と
広
が
り
、
岡
山
か

ら
参
加
し
た
教
員
も
。
本
学

の
人
気
が
全
国
的
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
形

と
な
っ
た
。

　
27
日
の
説
明
会
で
小
宮
一

仁
学
長
は
工
学
部
改
編
に
つ

い
て
「
各
学
科
の
定
員
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
し
て
、
高
校
や

社
会
の
皆
さ
ま
か
ら
内
容
が

見
や
す
い
、
き
め
細
か
い
教

育
が
で
き
る
態
勢
を
整
え
ま

し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
今
回
の
入
試
説
明
会
で
は

〝
本
番
〞
の
説
明
に
入
る
前

に
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
の

古
田
貴
之
所
長
と
、
惑
星
探

査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
）
の
荒
井
朋
子
上
席
研
究

員
が
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

入
試
説
明
会
で
は
初
の
試

み
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
大
き

く
報
道
さ
れ
て

い
る
千
葉
工
大

の
最
先
端
の
研

究
に
つ
い
て
直

接
聞
け
る
機
会

で

あ

る

こ

と

も
、
高
校
教
員

の
関
心
を
高
め

た
よ
う
だ
。

　
古
田
所
長
の

講
演
は
「
不
可

能
を
可
能
に
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
」。
２
０
２

０
年
の
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
推
進
さ
れ

て
い
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
よ

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
未
来
社
会

の
実
現
」
で
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
が
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
や
、
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
が
開

発
し
た
最
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
を
紹
介
し
、「
先
生
方
が

『
こ
の
子
は
世
の
中
を
変
え

て
く
れ
そ
う
だ
』
と
思
う
よ

う
な
生
徒
を
千
葉
工
大
に
送

り
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴
え

た
。

　
荒
井
上
席
研
究
員
は
、
２

０
０
９
年
４
月
に
開
設
し
た

Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
す
で
に
国
内
の

惑
星
探
査
研
究
機
関
で
は
最

大
規
模
と
な
り
、
地
球
の
生

命
誕
生
の
謎
に
迫
る
研
究
で

は
世
界
的
に
見
て
も
最
先
端

を
走
っ
て
い
る
と
し
て
、
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
内
で
進
め
ら
れ
て
い

る
独
自
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
紹
介
し
た
。

ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
、Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
ぶ
り
紹
介

過
去
最
高
１
９
５
校
が
参
加

■

高
校
教
員
に
29
年
度
入
試
説
明
会

　
ま
た
日
下
部
聡
入
試
広
報

部
長
は
28
年
度
入
試
を
総
括

す
る
中
で
、
近
年
学
生
の
留

年
率
が
大
幅
に
改
善
し
、
こ

れ
に
伴
っ
て
退
学
率
も
全
国

の
理
工
系
大
学
の
平
均
値
を

下
回
っ
て
き
た
こ
と
を
挙
げ

て
、「〝
志
願
者
数
が
増
え
て

い
る
千
葉
工
大
〞
ば
か
り
に

目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、

〝
教
育
改
革
を
し
っ
か
り
実

行
し
て
い
る
千
葉
工
大
〞
を

皆
さ
ま
の
脳
裏
に
し
っ
か
り

と
刻
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
訴
え
た
。

　
こ
の
後
、
熊
本
忠
彦
入
学

試
験
委
員
長
が
29
年
度
の
Ａ

Ｏ
・
推
薦
、
セ
ン
タ
ー
利

用
、
一
般
入
試
と
受
験
料
軽

減
措
置
な
ど
に
つ
い
て
説

明
。

　
説
明
会
の
前
後
に
設
け
ら

れ
た
個
別
相
談
会
で
も
、
昨

年
を
上
回
る
数
の
高
校
教
員

が
入
試
委
員
と
相
対
し
て
熱

心
に
説
明
を
受
け
て
い
た
。

　
本
学
惑
星
探
査
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
が
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ

Ｓ
）
で
行
う
「
メ
テ
オ
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
長
期
流
星
観

測
開
始
は
７
月
と
な
る
見
通

し
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
の
荒
井
朋
子
上
席
研
究

員
が
29
年
度
入
試
説
明
会
で

行
っ
た
講
演
の
中
で
明
ら
か

に
し
た
。

　
観
測
に
使
わ
れ
る
超
高
感

度
カ
メ
ラ
は
３
月
23
日
に
打

ち
上
げ
に
成
功
。
同
26
日
に

Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
搬
入
さ
れ
、
５
月

20
日
に
所
定
の
観
測
窓
に
設

置
。
同
21
日
に
は
地
上
と
の

交
信
も
可
能
に
な
っ
た
が
、

翌
22
日
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
係
留
中

の
ロ
シ
ア
の
無
人
補
給
船

「
プ
ロ
グ
レ
ス
62
Ｐ
」
か
ら

液
体
が
漏
れ
て
い
る
の
を
宇

宙
飛
行
士
が
発
見
。
固
化
し

た
液
体
が
窓
ガ
ラ
ス
に
付
着

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
窓
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
レ
ス
62
Ｐ
は
７
月

５
日
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
切
り
離

さ
れ
る
予
定
の
た
め
、「
メ

テ
オ
」
の
観
測
開
始
は
そ
れ

以
降
と
な
る
。

来
月
に
も
観
測
開
始

■

Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
窓
に
設
置
さ
れ
る

「メテオ」

実験室で黒澤研究員

交付式の会場で西村さん

㊤津田沼校舎で開かれた入試説明会

㊦講演する古田所長(右)と荒井上席研究員
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
本
学
は
５
月
20

日
、
香
取
市
と
包

括
的
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。
千
葉

県
内
で
の
同
様
の

協
定
締
結
自
治
体

は
習
志
野
市
、
浦

安

市
、

御

宿

町

（
以
上
２
０
１

４
年
）
、
千
葉
市

（
今
年
４
月
）
に

続
い
て
５
番
目
。

本
学
が
取
り
組
ん
で
き
た

「
地
域
社
会
と
の
共
生
」
が

さ
ら
に
前
進
し
た
。

　
香
取
市
と
の
協
定
調
印
式

は
同
市
庁
舎
で
行
わ
れ
、
瀬

戸
熊
修
理
事
長
と
宇
井
成
一

市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
署
名
し
た

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

　
調
印
に
先
立
っ
て
あ
い
さ

つ
し
た
宇
井
市
長
は
「
香
取

市
に
と
っ
て
大
学
と
の
包
括

的
な
連
携
協
定
の
締
結
は
初

め
て
で
、
期
待
は
大
き
い
。

先
端
技
術
に
関
す
る
講
座
や

実
験
な
ど
を
通
し
て
、
千
葉

工
大
の
教
職
ス
タ
ッ
フ
と
当

市
の
小
中
学
生
が
交
流
し
、

ま
た
産
官
学
が
連
携
し
た
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
の
人
材
育

成
を
行
う
な
ど
、
幅
広
い
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た

い
」
と
、
本
学
に
対
す
る
期

待
を
表
明
し
た
。

　
こ
れ
に
応
え
て
瀬
戸
熊
理

事
長
は
「
本
学
が
擁
す
る
５

学
部
17
学
科
の
知
財
を
フ
ル

に
活
用
し
て
、
香
取
市
に
ご

協
力
し
た
い
。
中
で
も
小
中

学
生
の
理
系
教
育
で
、
机
上

論
で
は
な
い
本
物
の
科
学
技

術
の
成
果
を
子
ど
も
た
ち
が

見
た
り
、
触
っ
た
り
す
る
機

会
を
ご
提
供
で
き
る
と
思

う
。
そ
れ
が
科
学
技
術
立
国

日
本
の
将
来
を
支
え
る
人
材

を
１
人
で
も
増
や
す
こ
と
に

つ
な
が
れ
ば
あ
り
が
た
い
」

と
語
っ
た
。

香
取
市
と
も
連
携
協
定

　
増
え
続
け
て
い
る
訪
日
外

国
人
観
光
客
を
成
田
空
港
か

ら
も
っ
と
房
総
半
島
に
呼
び

込
も
う
と
町
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
夷い

隅す
み

郡
御
宿
町

に
、
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
・
長

尾
徹
教
授
の
研
究
室
が
協
力

し
て
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　
長
尾
研
は
昨
年
度
、
御
宿

町
側
の
要
請
で
日
本
語
の
ほ

か
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語

・
ス
ペ
イ
ン
語
を
そ
れ
ぞ
れ

使
っ
た
５
種
類
の
観
光
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
、
町
内
６

カ
所
の
観
光
看
板
、
町
入
り

口
を
飾
る
大
型
看
板
を
デ
ザ

イ
ン
・
制
作
し
た
。

　
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
御
宿
の
海
と
山
、
歴
史
、

お
寺
と
神
社
、四
季
の
イ
ベ

ン
ト
、
芸
術
・
文
化
な
ど
を

紹
介
し
た
も
の
で
裏
面
は
分

か
り
や
す
い
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ

に
な
っ
て
い
る
。
大
き
さ
は

新
聞
２
㌻
よ
り
ひ
と
回
り
大

き
い
Ａ
２
版
。
日
本
語
版
と

外
国
語
版
の
デ
ザ
イ
ン
は
皆

同
じ
で
、
町
民
と
外
国
人
観

光
客
が
日
本
語
版
と
そ
れ
ぞ

れ
の
外
国
語
版
を
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
意
思
疎
通
を
図

「地域社会との共生」着々御
宿
観
光
を
支
援

■

長
尾
研

５
ヵ
国
語
パ
ン
フ
や
看
板
制
作

　
５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た

関
東
工
学
教
育
協
会(

関
東

工
教)

理
事
会
で
、
小
宮
一

仁
学
長

写
真

が
会
長
に

選
ば
れ
、
就
任
し
た
。

　
日
本
工
学
教
育
協
会(

日

工
教)

は
昭
和
27
年
、
戦
後

復
興
に
工
業
の
再
建
発
展
が

不
可
欠
と
連
合
軍
総
司
令
部

（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
指
導
で
、
米

国
工
学
教
育
協
会
に
な
ら
っ

て
設
立
さ
れ
た
。
関
東
工
教

は
そ
の
地
区
工
教
と
し
て
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
っ
張

る
高
度
な
人
材
の
育
成
へ
向

け
、
優
れ
た
工
学
教
育
の
実

践
者
や
著
作
を
表
彰
す
る
な

ど
活
動
し
て
い
る
。

　
小
宮
学
長
は
同
協
会
定
時

総
会
で
あ
い
さ
つ
し
「
こ
れ

か
ら
の
工
学
教
育
に
は
従
来

以
上
に
密
な
産
官
学
の
連
携

が
不
可
欠
だ
。
高
校
大
学
接

続
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
も
見

据
え
て
、
教
育
機
関
と
産
業

界
は
も
ち
ろ
ん
、
文
部
科
学

省
や
経
済
産
業
省
な
ど
と
も

連
携
し
、
欧
米
に
負
け
な
い

工
学
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
た
い
」と
述
べ
た
。

小
宮
学
長
　関
東
工
教
の
会
長
に
就
任

れ
る
よ
う
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
る
。

　
町
中
心
部
の
６
カ
所
に
は

特
殊
な
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
か
ざ
す
と
、
観
光
パ
ン
フ

に
使
わ
れ
て
い
る
４
つ
の
外

国
語
に
よ
る
案
内
情
報
が
見

ら
れ
る
看
板
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
長
尾
研
は
こ
の
看
板

の
地
図
も
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

　
ま
た
国
道
１
２
８
号
線

沿

い

に

は
「WELCOM 

TO 

ONJUKU 

よ
う
こ
そ
、
お
ん

じ
ゅ
く
へ
！
」
と
、
同
町
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
エ
ビ
ア
ミ
ー

ゴ
」
が
迎
え
る
大
き
な
観
光

誘
導
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
長

尾
研
の
修
士
２
年
の
５
人

（
全
員
女
子
）
が
デ
ザ
イ
ン

・
制
作
し
た
。

　
同
町
で
は
こ
の
ほ
か
新
た

な
特
産
品
と
し
て
売
り
出
し

を
図
っ
て
い
る
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
や
魚
の
粕
漬
け
、

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
贈
る
米

の
ラ
ベ
ル
に
も
長
尾
研
の
学

部
生
や
大
学
院
生
の
デ
ザ
イ

ン
作
品
を
活
用
し
て
い
る
。

　
本
学
と
御
宿
町
は
一
昨
年

６
月
、
包
括
的
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。

●●●●●●●●

「
文
化
団
欒
」に
市
民
２
５
０
０
人

　
第
21
回
文
化
の
祭
典
（
実

行
委
員
長
・
足
立
恭
介
さ
ん

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

４
年
）
が
５
月
29
日
（
日
）、

津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
に
ぎ

や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
は
「
文
化
団だ

ん

欒ら
ん

」。

　
建
学
の
精
神
「
世
界
文
化

に
技
術
で
貢
献
す
る
」
で
う

た
う
よ
う
に
、
文
化
と
技
術

は
人
の
営
み
の
象
徴
｜
｜
こ

の
祭
典
が
家
族
・
知
人
の
団

欒
で
話
題
を
呼
び
、
文
化
や

技
術
に
親
し
み
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
た
。

　
工
学
分
野
、
文
芸
、
音

楽
、
ア
ニ
メ
な
ど
各
サ
ー
ク

ル
が
、
展
示
や
演
奏
を
展

開
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
訪

れ
た
市
民
約
２
５
０
０
人
と

と
も
に
祭
典
を
楽
し
ん
だ
。

　
人
気
が
集
ま
っ
た
の
は
ス

ポ
ー
ツ
ス
タ
ッ

キ
ン
グ
や
キ
ネ

ク
ト
（
体
感
型
ゲ
ー
ム
シ
ス

テ
ム
）
な
ど
親
子
で
楽
し
め

る
「
体
験
」
型
の
イ
ベ
ン
ト

や
、
恒
例
の
マ
ン
ガ
研
究
会

に
よ
る
似
顔
絵
サ
ー
ビ
ス
、

鉄
道
倶
楽
部
の
ミ
ニ
電
車
乗

車
体
験
、
陶
芸
研
究
会
の
作

第
21
回

文
化
の
祭
典

品
販
売
な
ど
で
、
来
場
者
た

ち
の
行
列
が
で
き
た
。

　
一
方
、
声
優
で
俳
優
の
平

田
宏
明
さ
ん
を
招
い
て
文
化

講
演
会
を
開
催
。
平
田
さ
ん

は
ア
ニ
メ
「
宇
宙
兄
弟
」
の

主
役
・
難な

ん

波ば

六む
っ

太た

を
務
め
て

お
り
、
自
分
の
能
力
を
発
揮

す
る
仕
事
を
見
つ
け
る
に

は
？
　
仕
事
の
や
り
が
い
、

な
ど
に
つ
い
て
経
験
を
語
っ

た
。
ま
た
、
宇
宙
兄
弟
を
表

紙
に
し
た
本
学
の
大
学
案
内

を
手
に
、
ト
ー
ク
を
盛
り
上

げ
た
。

　
こ
の
日
、

一
番
輝
い
た

サ
ー
ク
ル
を
来
場
者
が
投
票

で
決
め
る「
サ
ー
ク
ル
総
選

挙
」は
▽
１
位
・
精
密
ロ
ボ

ッ
ト
工
学
研
究
会
▽
２
位
・

鉄
道
倶
楽
部
▽
３
位
・
茶
道

部
｜
｜
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。

　
実
行
委
員
長
の
足
立
さ
ん

は
「
文
化
会
の
活
性
化
を
図

る
、
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
21
回
目
と
い
う
新
た
な

ス
タ
ー
ト
に
、
委
員
長
と
し

て
参
加
で
き
た
こ
と
を
感
謝

し
ま
す
」
と
語
っ
た
。

「
宇
宙
兄
弟
」声
優
が
講
演

体育会本部による伝統の駄菓子屋

鉄道倶楽部のＮゲージが人気

祭典を盛り上げるよさこいソーラン風神の演舞

表現する楽しさーー書道倶楽部

あいさつする足立

実行委員長

研究成果を見学する小宮学長(左)

吹奏楽部による華麗な演奏

(

上
か
ら)

検
討
し
合
う
長

尾
研
の
メ
ン
バ
ー
、
御
宿

町
入
り
口
を
飾
る
大
型
看

板
、
制
作
し
た
観
光
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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ん
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
、
新
食
堂
棟

３
階
で
開
か
れ
た
懇
親
会
で

は
、
瀬
戸
熊
修
理
事
長
が

「
私
大
の
定
員
割
れ
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
、
本
学
は
ロ
ボ

ッ
ト
や
惑
星
探
査
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
露
出
に
よ
る
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
戦
略
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
が
実
り
、
こ

の
８
年
間
、
入
学
志
願
者
数

は
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
勢
い
を
維
持
し

て
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
も

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
会
場
か
ら
盛

大
な
拍
手
が
湧
い
て
い
た
。

　
鏡
開
き
は
、
瀬
戸
熊
理
事

長
・
小
宮
学
長
・
坂
本
同
窓

会
会
長
と
、池
永
・
堀
内
同
窓

会
副
会
長
に
よ
り
行
わ
れ
た

後
、
宮
川
博
光
（
52
年
工
経

卒
）
常
務
理
事
の
乾
杯
で
懇

親
会
は
和
や
か
に
進
ん
だ
。

　
久
々
に
再
会
し
た
同
窓
生

た
ち
は
、
用
意
さ
れ
た
料
理

を
口
に
運
び
、
グ
ラ
ス
片
手

に
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
た
。

　
恒
例
の
抽
選
会
で
は
、
当

選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

た
び
に
歓
声
が
上
が
り
、
会

長
賞
の
有
田
焼
青
磁
の
壺

（
梶
原
茂
正
氏
作
・
46
年
工

経
卒
）
は
、
静
岡
県
か
ら
参

加
し
た
長
澤
惠
彦
さ
ん
（
53

年
金
属
卒
）が
引
き
当
て
た
。

　
閉
会
の
前
に
は
元
応
援
団

長
の
鈴
木
海
渡
さ
ん
（
平
成

28
年
生
環
卒
）
の
エ
ー
ル
に

合
わ
せ
て
全
員
で
校
歌
を
斉

唱
。
拍
手
喝
采
の
中
、
同
窓

生
た
ち
は
学
生
時
代
の
思
い

出
に
浸
っ
て
い
た
。

同
窓
会
地
方
支
部
活
性
化
の

契
機
と
し
た
い
と
語
り
、
特

に
若
い
会
員
に
同
窓
会
活
動

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　
総
会
は
こ
の
後
、
27
年
度

事
業
・
収
支
決
算
報
告
、
28

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

を
全
会
一
致
で
承
認
。
佐
賀

県
、
釧
路
、
山
梨
県
、
鳥
取

県
な
ど
10
支
部
の
支
部
長
交

代
を
承
認
し
た
。

　
長
年
支
部
長
と
し
て
地
域

支
部
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ

た
島
根
県
の
岩
井
省
悟
氏

(

46
年
精
密
卒)

始
め
５
人
の

退
任
支
部
長
・
事
務
局
長
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
ま

た
、
学
生
四
会
【
文
化
会
・

学
友
会
・
体
育
会
・
寮
友

会
】
の
代
表
が
壇
上
で
紹
介

さ
れ
、
同
窓
生
た
ち
か
ら
盛

６月25日（土）ＰＰＡ総会、７月17日（日）７月オープンキャンパス（新習志野）、18日（月）海の日(休日授業日)、28日(木)前期授業終了

　
薫
風
の
候
、
８
万
２
千
名

を
擁
す
る
同
窓
会
の
通
常
総

会
が
、
再
開
発
成
っ
た
新
習

志
野
校
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
59
支
部
を
は
じ
め

と
し
て
、
２
５
０
名
近
く
の

会
員
が
集
い
ま
し
た
。
前
半

は
運
営
方
針
を
決
め
る
た
め

の
評
議
員
会
、
後
半
は
議
案

審
議
の
総
会
で
す
。
そ
し
て

懇
親
会
は
新
装
の
学
生
食
堂

を
借
用
い
た
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
同
窓
会
設
立

70
周
年
を
迎
え
る
事
と
な
り

そ
の
準
備
等
も
ご
審
議
を
頂

き
ま
し
た
。
記
念
行
事
と
し

て
、
各
地
方
で
公
開
講
座
等

を
開
催
し
、
益
々
の
活
性
化

へ
の
契
機
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
幅
広
い
世
代
の
先
輩
と
後

輩
が
一
同
に
会
し
、
青
春
を

想
い
、
現
況
を
確
認
そ
し
て

将
来
を
語
り
合
い
、
仲
間
と

し
て
助
け
合
う
。
こ
れ
こ
そ

が
ま
さ
に
同
窓
会
の
原
点
で

あ
り
、
理
想
の
形
で
す
。

　
同
窓
会
活
動
に
参
加
す
る

た
め
の
若
干
の
時
間
と
費
用

は

｢

コ
ス
ト｣

で
は
な

く
、｢

投
資｣

で
す
。
社

会
人
と
し
て｢

種
を
播ま

く｣

事
で
あ
り
、
そ
の
果
実
は
自

分
自
身
に
戻
っ
て
来
る
の
で

す
。

　
結
び
に

｢

世
界
文
化
に

技
術
で
貢
献
す
る｣

と
い

う
建
学
の
精
神
を
堅
持
し
つ

つ
、｢

世
界
の
千
葉
工
業
大

学｣
｢

世
界
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ｣

を
合
言
葉
に
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

　
同
窓
会
会
長
　
坂
本
　
洋

　
新
年
度
が
始
ま
り
、
学
生

が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
慣

れ
て
き
た
か
な
？
と
い
う

頃
。
入
試
広
報
課
で
は
す
で

に
次
年
度
募
集
の
た
め
の
準

備
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
　
入

学
試
験
期
間
の
繁
忙
期
と
は

違
っ
た
緊
張
感
で
毎
日
を
過

ご
し
て
い
る
。

　
特
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
全
学
挙
げ
て
の
イ
ベ

ン
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

つ
い
力
が
入
っ
て
し
ま
う
。

　
今
年
は
、
６
月
の
津
田

沼
、
７
月
の
新
習
志
野
開

催
。
少
し
冒
険
し
す
ぎ
た
か

な
？
（
苦
笑
）
と
、
お
よ
び

腰
ぎ
み
の
私
を
よ
そ
に
、
先

生
方
か
ら
は
練
り
に
練
っ
た

体
験
授
業
の
提
案
が
次
々
提

出
さ
れ
、
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る

学
生
代
表
ら
は
毎
週
の
よ
う

に
打
ち
合
わ
せ
に
訪
れ
る
。

　
相
変
わ
ら
ず
コ
ン
ビ
を
組

ん
で
い
る
熱
い
後
輩
は
、
元

祖
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
、
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
ポ
ン
ポ
ン
提
供
し

て
く
る
。
落
ち
着
い
て
受
け

止
め
た
り
、
「
甘
〜
い
！
」

と
打
ち
返
し
た
り
、
日
々
目

ま
ぐ
る
し
い
。

　
来
場
者
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
！
　
そ
ん
な
思
い
が
あ
ふ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
皆
様
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
い
つ
も
の
散
歩
道
は
そ
ろ

そ
ろ
中
干
し
し
て
分
け
つ
止

め
で
も
す
る
か
と
思
案
す
る

田
ん
ぼ
道
。
草
刈
り
が
さ

れ
、
折
し
も
梅
雨
入
り
し
て

優
し
い
雨
に
青
々
と
し
て
い

る
。
加
え
て
、
過
日
の
全
国

的
に
ゴ
ミ
ゼ
ロ
清
掃
が
行
わ

れ
、
空
き
缶
一
つ
落
ち
て
な

い
。
何
と
も
気
分
が
良
い
。

　
工
大
キ
ャ
ン
パ
ス
も
学
外

者
か
ら
褒ほ

め
ら
れ
る
ほ
ど
に

綺き

麗れ
い

だ
。
こ
れ
は
普
段
の
清

掃
と
学
生
ク
リ
ー
ン
活
動
の

賜
物
で
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　
変
わ
っ
て
、
い
つ
も
の
通

勤
道
路
。
至
る
所
、
ポ
イ
捨

て
に
家
電
製
品
や
ら
な
ん
や

ら
、
良
心
ま
で
捨
て
て
あ

る
、
ひ
ど
い
荒
れ
様
で
あ

る
。
３
年
後
に
は
ラ
グ
ビ
ー

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
４
年

後
に
は
五
輪
が
あ
る
の
に
、

こ
ん
な
惨
状
で
ど
こ
が
『
お

も
て
な
し
』
な
ん
だ
ろ
う

か
。

　
ゴ
ミ
問
題
は
長
い
歴
史
が

あ
り
、
時
々
に
懸
案
事
項
は

あ
る
も
の
だ
が
、
前
回
の
東

京
五
輪
の
時
も
都
市
部
の
ゴ

ミ
収
集
場
、
回
収
方
法
を
改

善
し
、
キ
レ
イ
な
東
京
で
選

手
団
を
お
迎
え
し
た
と
聞

く
。
千
葉
で
は
今
回
の
五
輪

競
技
が
行
わ
れ
る
。
幸
い
に

も
充
分
時
間
が
あ
る
。
心
か

ら
『
お
も
て
な
し
』
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
、
考
え
て

い
る
。

　
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
半
沢
　
洋
子

　
同
窓
会
の
平
成
28
年
度
通

常
総
会
が
５
月
28
日
、
再
開

発
で
一
新
し
た
新
習
志
野
校

舎
で
開
か
れ
た
。
集
ま
っ
た

同
窓
生
ら
は
初
め
て
見
る
キ

ャ
ン
パ
ス
の
変
貌
ぶ
り
に
目

を
見
張
っ
て
い
た
。

　
坂
本
洋
会
長
（
昭
和
45
年

土
木
卒
）
は
、
来
年
、
同
窓

会
が
設
立
70
周
年
を
迎
え
る

の
を
記
念
し
、
大
学
の
創
立

75
周
年
と
も
歩
調
を
合
わ
せ

な
が
ら
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
の
記
念
行
事
を
開
催
し
、

「
実
っ
た
施
策
」
に
拍
手

■

28
年
度

同
窓
会
総
会
開
く

　
茜
浜
運
動
施
設
の
サ
ッ
カ

ー
場
の
人
工
芝
敷
設
工
事
が

完
成
し
、
５
月
28
日
、
こ
け

ら
落
と
し
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
と
し
て
本
学
体
育
会
サ
ッ

カ
ー
部
と
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
市
原
・
千
葉
レ
デ
ィ
ー

ス(

略
称

ジ
ェ
フ
Ｌ)

が
親

善
試
合
を
行
っ
た
。

　
完
成
し
た
サ
ッ
カ
ー
場
は

縦
１
５
５
㍍
、
横
75
㍍
で
面

積
１
万
１
５
０
０
平
方
㍍
。

コ
ー
ト
の
広
さ
は
１
０
５
㍍

×
68
㍍
で
、
夜
間
照
明
を
完

備
し
て
い
る
。
６
月
か
ら
体

育
の
授
業
や
サ
ッ
カ
ー
部
の

練
習
な
ど
に
使
う
ほ
か
、
千

葉
レ
デ
ィ
ー
ス
の
練
習
場
と

し
て
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
け
ら
落
と
し
で
は
、
本

学
関
係
者
の
ほ
か
施
工
に
当

た
っ
た
五
洋
建
設
、
ジ
ェ
フ

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
の
ス
タ

ッ
フ
、
本
学
と
ジ
ェ
フ
Ｌ
の

仲
介
役
に
当
た
っ
た
千
葉
銀

行
な
ど
が
、
サ
ッ
カ
ー
部
と

な
で
し
こ
リ
ー
ガ
ー
と
の
珍

し
い
対
戦
を
見
守
っ
た
。

　
試
合
後
、
両
チ
ー
ム
の
選

手
と
出
席
者
が
コ
ー
ト
場
で

記
念
撮
影
し
、
新
し
い
サ
ッ

カ
ー
場
の
誕
生
を
祝
っ
た
。

　

親
善
戦
ド
ロ
ー

　
　
　
　
　
な
で
し
こ
と

　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
部

　「

ど

っ

ち

が

勝

つ

か

茜浜サッカー場 人工芝が完成
■ ジェフレディースにも貸し出し

な
？
」「
男
子
学
生
は
や
は

り
体
力
が
あ
り
そ
う
…
…
」

「
で
も
相
手
は
な
で
し
こ
リ

ー
ガ
ー
だ
よ
」
な
ど
と
試
合

開
始
前
か
ら
関
係
者
ら
は
興

味
津
々
。

　
試
合
は
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
な

し
の
15
分
ハ
ー
フ
で
行
わ

れ
、
最
初
こ
そ
双
方
に
や
や

戸
惑
い
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て

本
気
の
ぶ
つ
か
り
合
い
に
。

30
分
が
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、

結
果
は
ド
ロ
ー
。
両
者
と
も

す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し

た
。

　
試
合
後
、
新
習
志
野
校
舎

の
新
食
堂
棟
２
階
で
行
わ
れ

た
懇
親
会
で
は
、
瀬
戸
熊
修

理
事
長
が
「
千
葉
県
を
代
表

す
る
チ
ー
ム
に
新
し
い
サ
ッ

カ
ー
場
を
使
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
は
、
本
学
に
と
っ
て

も
非
常
に
光
栄
な
こ
と
」

と
、
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ

た
。

　
こ
れ
に
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
（
株
）
の
海
寶
真
治
取

締
役
が
「
こ
れ
か
ら
は
う
ち

の
選
手
と
千
葉
工
大
サ
ッ
カ

ー
部
の
選
手
が
一
緒
に
練
習

す
る
な
ど
、
末
永
く
お
付
き

合
い
を
お
願
い
し
た
い
」
と

応
え
て
、
エ
ー
ル
を
交
換
し

合
っ
て
い
た
。

㊤
人
工
芝
に
並
ん
だ
サ
ッ
カ
ー
部
と
ジ
ェ
フ
レ
デ
ィ

ー
ス
　
㊦
親
善
試
合
で
攻
め
上
が
る
本
学
チ
ー
ム

料理をとり思い出話に花を咲かせる

新習志野校舎で開かれた同窓会通常総会元
応
援
団
長
の
鈴
木
さ
ん
が
エ
ー
ル

会
長
賞
の
青
磁
の
壺
を
引
き
当
て
た

長
澤
さ
ん(

左)

。
右
は
坂
本
会
長


